
− 25 −

人間研究　第 53 号　2017

ベトナム系ニューカマーのトランスナショナルな実践
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Transuationalism and the Vietnamese Second-Genenation in Japan

Shimizu Mutsumi

１．問題設定

本研究は、ベトナム系ニューカマーの中でも、日
本で第二世代となる若者に焦点をあて、かれらのト
ランスナショナルな実践を明らかにすることを目的
としている。アメリカの古典的同化理論によれば、
親世代は、エスニックごとに、渡日経緯、人的資
本、編入様式、家族構造に大きく違いが見られるも
のの、こうした差異は主流社会への移行に伴い消失
し、第二世代はホスト社会に同化していくと考えら
れてきている（Gordon 1964）。しかしながら、移民
の多様化が進むにつれて古典的同化理論は裏切ら
れ、分節的同化理論やトランスナショナリズム研究
の視角から、親世代の差異や母国社会とのつながり
が、第二世代の地位達成や文化変容に影響を及ぼす
ことが指摘されるようになっている。特に、トラン
スナショナリズム研究が明らかにしてきたのは、母
国とホスト国に跨がるトランスナショナルな社会空
間が形成され、そこから得られる資源を利用しなが
らホスト社会へ適応していく移民の姿である。トラ
ンスナショナルな社会空間は、母国とホスト国の間
で人的、社会的、経済的、文化的やりとりを可能に
するトランスナショナルな実践を促してきたのであ
る（Levitt 2002, Levitt 2009）。
問題は、ホスト社会における移民の世代交代に伴
い、トランスナショナルな社会空間が維持されるの
かどうかという点である。この点に関して、北米の
移民研究は 2つの立場に分かれている。ひとつは、
時間経過にともない、トランスナショナルな実践を

支える母国との情緒的絆は徐々に消失していくとい
う立場であり、もう一つは、逆に母国親族とのトラ
ンスナショナルな紐帯は世代を超えて継承されてい
くという立場である。トランスナショナルな社会空
間の維持には、ホスト国と移民の出身国の両方の政
治経済状況が影響するだけでなく、両国の関係も影
響するために、移民政策をもたない日本社会と北米
ではホスト国の状況が異なるだけでなく、移民の出
身国とホスト国との関係の変化も北米とは異なる。
したがって、日本のニューカマーを対象とするにあ
たっては日本の文脈に合わせた検討が必要となる。
以上を踏まえて、本研究では、子世代の生活世界

がトランスナショナルな社会空間へと拡張されてい
る可能性に注意を払いつつ、どのようなトランスナ
ショナル実践が行われているかを明らかにしたいと
考える。そこで、以下の 3つのリサーチクエスチョ
ンを設定し調査研究を行った。
（1）  親世代（第一世代）は、どのようなトランス

ナショナルな社会空間を築き上げているの
か。

（2）  子世代（第二世代）は、どのようなトランス
ナショナル実践を行っているのか。

（3）  トランスナショナルな実践の消失・維持・構
築には、どのような要因が影響しているの
か。

加えて、分析にあたっては、次の点を考慮した。
世代を超えて継承されるトランスナショナルな実践
は、これまでおもに母国訪問や送金頻度といった
「客観的行為」としてのトランスナショナリズムに
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注意が払われてきたが、母国への愛着や帰属意識と
いった「主観的態度」としてのトランスナショナリズ
ムにも目を向ける必要が指摘されている（Rumbaut 

2002）。そこで、本研究では、まず、客観的行為と
主観的態度の関係の種々の有り様を多角的に把握し
ながら、第二世代のトランスナショナルな実践の類
型化を試みることとする。続いて、親世代の人的資
本や家族構成、編入様式が、どのように第二世代の
トランスナショナル実践の消失・維持・構築に影響
を及ぼしているかを検討することとする。

２．研究の対象と方法

本研究で用いるデータは、日本で義務教育経験を
もつベトナムにルーツをもつ若者 19 名を対象に
行ったインタビュー調査である。調査対象者 19 名
中 18 名の親がインドシナ難民やその家族として日
本定住した者である。1名は日本に定住するベトナ
ム人の紹介により日本人と再婚した母親の連れ子で
あるが、渡日後間もなくの日本人の父親の死別、そ
の後の準拠集団は在日のベトナム難民である様子か
ら本調査の対象者とした。調査対象は、学齢期に来
日したいわゆる 1.5 世も含まれているが、本研究で
は両者を第二世代（子世代）と捉えている。対象者
に対しては、半構造化インタビューを行い、許可を
得て録音したものをスクリプトに起こしている。イ
ンタビュー対象者のプロフィールは巻末に掲載した。

３．ベトナム系ニューカマーの概観

2015 年末の在留外国人統計によると、ベトナム
国籍者総数は 146,956 人で、前年比プラス 47.2％と、
図 1に示したようにここ数年で急増しており、今や
日本に中長期在留する外国人グループでは第 5位と
なっている。こうした背景には、「留学」や「技能
実習」（1）という在留資格による滞在者の急増があ
る。表 1は、2011 年と 2015 年のベトナム国籍の在
留外国人数を比較したもので、これとみると「技能
実習」「留学」による在留の増加は一目瞭然である。
ただし、本調査対象者は、現在急増する「技能実
習」「留学」によるベトナム人とは異なり、親世代
が「難民」として入国し、「定住」「永住」という在
留資格のもとで長期滞在をしてきたベトナム人であ

る。
インドシナ難民の発生は、ベトナム戦争の終結

（1975 年 4 月 30 日）を契機とするが、日本では
1978 年に 3 人の定住が認められたことに始まると
いう（荻原 2013）。ただし、その間に、二千人近い
ボートピープルが日本に漂着しているにもかかわら
ず、である。この数字に象徴されるように、インド
シナ難民受け入れの日本政府の姿勢は極めて消極的
であったとされる（田中 1994、荻原 2013）。外務省
によって公表されているインドシナ難民の日本の受
け入れ総数は 11,319 人（2）であり、約 144 万人（3）

のとされる世界レベルのベトナム難民総数の 1％に
満たないことからも、その消極性がうかがわれる。
加えて、インドシナ難民の定住化に向けた政府の援
助は、1979 年 11 月の難民事業本部の発足でようや
く始まり、同年 12 月に姫路定住促進センター、
1980 年 2 月に大和定住促進センター、82 年に長崎
の大村難民一時レセプションセンター、83 年に品
川国際救援センターが開設されるのを待たなければ

図１　在留ベトナム人数の推移
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表１　在留資格別の在留人数
2011 年 2015 年 増加率（倍）

技能実習  13,524  57,581 4.3 
留　　学  5,767  49,809 8.6 
永住者  10,361  13,539 1.3 
技術・人文知識・ 
国際業務  3,021  8,784 2.9 

家族滞在  1,859  5,365 2.9 
定住者  5,726  5,346 0.9 
日本人の配偶者等  1,778  2,182 1.2 
永住者の配偶者等  848  1,429 1.7 
特定活動  378  1,254 3.3 
企業内転勤  343  656 1.9 
宗　　教  157  217 1.4 
研　　修  258  197 0.8 
教　　授  117  152 1.3 
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ならなかったという（4）。本調査対象者の親世代は、
姫路、大和、大村、品川のいずれかのセンターを経
由して、日本に定住した者たちである。
なお、インドシナ難民は、ベトナム以外に、カン
ボジア、ラオスからの出国者もいる。その内訳は、
ベトナム人 8,656 人（76％）、カンボジア人 1,357人
（12％）、ラオス人 1,306人（12％）であり（5）、ベトナ
ム難民はインドシナ難民の中で最も大きなグループ
である。

４．‌�「難民」としての親世代のトランスナ
ショナルな実践

本調査対象者のベトナム系ニューカマーの親世代
は、19 名中 18 名が難民もしくは難民の家族として
日本に移動してきており、1名だけが、インドシナ
難民として日本に定住する親戚の紹介で、母親が日
本人と再婚したことによる移動であった。親世代
は、ベトナムで既に結婚している者は、父親がボー
トピープルとして出国した後に日本に定住し、そこ
で家族を呼び寄せている。また、単身でボートピー
プルになった者は、日本に定住した後にベトナム難
民どうし、日本で結婚している。さらには、ベトナ
ムで既婚であっても、日本で出会ったパートナーと
再婚している者もいる。いずれにしても、ベトナム
難民に共有される経験として「ボートピープル」が
あるわけだが、このような来日経緯は子世代にも共
有されている。

ベトナムの南部に居たので、将来がないっていう

ことで、母のお父さんが漁師で漁船を持っていたの

で、それで出ようかっていうことで、出たみたいです。

� （2016 年 1 月 31 日　インタビュー：V14）

しかしながら、移動の困難さや過酷さゆえに、あ
るいは、ベトナムからの合法的ではない出国ゆえ
に、移動に関わる詳細な内容を、親世代は子世代に
話すことを渋ることが多いようであり、親世代の移
動の全貌を子世代が理解しているかと言えば、そう
ではない様子もうかがえる。

V12　ママに関しては聞いたことがあって、おじ

いちゃんが持っていた船に何人かで乗って、漂流し

て、そのときに日本の船に拾われて。でもそのとき

拾われたけど、輸入物を届けている最中だったの

で、ポルトガルかどこかに 1 回滞在して、そのあ

と日本に連れ戻されて、赤十字にお世話になったっ

ていうのは聞いています。

父に関しては、思い出したくないのか、「覚えて

いない」とか言って。でも、とりあえず、「船でけ

がをして、足の爪がはがれた」みたいなことは言っ

ていました。

－　なるほどなるほど。で、2 人はどこで会ってい

るんですかね。

V12　それが分からないんですよね。

－　そうなんだ。日本で会っているけど、どこで…。

V12　日本で会っているけど、赤十字で会ったの

か、それとも難民がいっぱい集っている所でたまた

ま知り合ったのかを聞いていなくて。「どこで会っ

たの？」って言っても、はぐらかされるんですね。

� （2015 年 7 月 7 日　インタビュー：V12）

ただし、こうした話を渋る親世代を、子世代は、
基本的につらさゆえのことであると理解しており、
親世代の苦労に対して一定の理解を示しており、日
本への移動に関して多くが肯定的である。
このように移動してきた難民としての親世代であ

るが、親世代出国後のベトナムは、ドイモイ政策
（1986 年）によって経済が自由化されていく方向へ
転換していく。1987年 5月にはベトナム政府によっ
て、海外にいるベトナム人の一時帰国が許可され、
これにより、ベトナムへの親族訪問や送金が行われ
るように変化していく。難民として来日したベトナ
ム人の最初の一時帰国は、1987 年 9 月の 9人であっ
たとされるが（戸田 2001）、その後、多くの者がベ
トナムへ親族訪問を行うように変化していった（6）。
しかしながら、他方で、ベトナム経済は、ドイモイ
政策後、アジア諸国のなかでも中国と並んで好調
で、親世代は自身の親の生存中は送金を継続する
も、きょうだいやその家族に送金をする理由は次第
に薄れるという関係に変化してきたのである。こう
した関係の中で、ベトナムへの親族訪問も減る傾向
にある。ゆえに、難民として移動したベトナム難民
の親世代のトランスナショナルな実践は、定住初期
から現在に至る時間的経過の中で、逓減という変化
を見せてきているのである。特に「送金」に見られ



− 28 −

ベトナム系ニューカマーのトランスナショナルな実践（清水睦美）

るような日本とベトナムの経済的格差を背景とする
実践は、顕著に減っているのである。
他方、ベトナム難民の日本での生活は、日本語の
問題に始まり、就職・就業の問題など生活のしづら
さを一貫して経験してきていると指摘されており
（荻野 2013）、必ずしも豊かとは言えない。しかし、
難民として先に欧米へ移動した人々の社会的上昇移
動を見聞きする中で、日本での生活の豊かさや安定
を求め、かつ、日本への定住を確認するために、持
ち家という資産を手にするために住宅ローンを組む
者も現れ始めている。
これらの状況を総括すると、ベトナム難民の親世
代のトランスナショナルな実践は逓減してきてお
り、アメリカの古典的同化理論を立証する過程が進
行していると言えよう。ただし、こうした過程は、
ポルテスらの親子の文化変容モデルをもとに考察す
れば（Portes and Rumbaut 2001, p.52）、それは親子
ともに主流社会への統合を目指す「協和的文化変
容」ではなく、どちらかと言えば、家族の絆が崩壊
し、子ども達はエスニック・コミュニティを避ける
ような「不協和的文化変容」の側面が強い。特に、
冒頭で述べたように、「難民」としての日本社会で
の受け入れは、政策的にも消極的であったと言わざ
るを得ず、日本への適応は、個々人のもつ人的資本
や家族構造に大きく左右されている。加えて、さら
なる親世代の困難は、ベトナム戦争のもとで、学歴
や言語も十分に獲得できたとは言いがたく、さら
に、仕事の経歴も、小規模の農業や漁業、小売業が
中心で、日本での適応を手助けできる資源にはなり
にくいものとなっている。
このような状況化で、親世代が日本での適応を助
ける資源は、家族構造に限られることになる。その
ため、親世代のトランスナショナルな実践には、家
族構造を基盤とする 2つの特徴が確認できる。
一つは、子世代の結婚のパートナー選択におい
て、ベトナム人との結婚を希望し、そのパートナー
をベトナムから呼び寄せることを望むという傾向が
圧倒的であるということである。本調査でも 19 人
中 16 人、親はベトナム人との結婚を望んでい（る）
たと述べている。この親世代の願いを子世代が考慮
するかどうかが、子世代のトランスナショナルな実
践の分岐の一つとなる。この点は、次節で詳細に検
討する。

もう一つは、日本社会への適応に困難さがうかが
われる家族は、経済成長するベトナムの近親者との
間で、日越にまたがって違法性が疑われる商売を行
う様子もあるという点である。例えば、偽装結婚に
よる現金獲得もその一つである。これは、永住ビザ
を獲得した在日ベトナム人の配偶者として、来日を
希望するベトナム人に「永住者の配偶者等」のビザ
による入国を斡旋するもので、来日したパートナー
が「定住」ビザを獲得したところで離婚という手続
きをとる。ただし、婚姻関係があるうちは基本的に
同居の形態をとっており、それが偽装であるかどう
かも確証はないというのが一般的である。こうした
営みを、子世代も基本的には知っており、そうした
実践に荷担する場合もあれば、そうした実践を嫌う
場合もある。本調査でも 2名の親族に、そのような
可能性が疑われる結果となったが、例えば、V19
は、インタビューの後に、この問題に調査者が触れ
た時には、次のように答えている。

私は良くないことだとわかっているから絶対にし

ないけど、親たちは、ベトナムの困った人たちを助

けているから、いいことしているみたいに思ってい

る。そこは、違うなって思う。

（2016 年 8 月 26 日　インタビュー後のフィール

ドノーツ：V19）

このようなトランスナショナルな実践は、詳細な
情報を得ることは困難であるが、今後継続的に情報
を集めつつ、論じる機会をあらためて検討すること
とする。

５．‌�子世代はどのようなトランスナショナ
ルな実践を行っているのか

では、前述のような「不協和的文化変容」を基調
とする親子関係のもとで、子世代はどのようなトラ
ンスナショナルな実践を展開することになるのであ
ろうか。
まず、親世代が積極的に行っていた送金は、イン

タビュー対象者全員が「していない」と答えてい
る。また、ベトナムの親族との連絡も自らが始動し
て積極的に行われることはない。例えば、V13 は次
のように話す。　　　　　
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V13　基本的に親戚や家族とか、みんなで Viber

（バイバー）のグループでつながっていて、常にみ

んなで LINE（ライン）みたいな感じでやりとりを

している感じ。

－　じゃあ、そのときはベトナム語？

V13　ベトナム語です。でも、私は、そこに加わ

るというよりも、常に読んでおしまいって感じなの

で。お母さんとそのきょうだいとかが一緒にやって

いる感じなので。

－　じゃあ、見ようと思えば、いつでも見られて。

V13　そうですね。私は、何か鳴ったなって、読

んで終わりみたいな感じで。

－　なるほど。それは読めるのね。

V13　読めるけど、全部が分かるわけではないっ

ていう感じ。分からない言葉もあります。

－　なるほどね。じゃあ、ほとんど自分から発信す

ることは・・・。

V13　ほとんどないですね。誰かの誕生日とかぐ

らいで。

� （2015 年 7 月 27 日　インタビュー：V13）

このように、子世代のベトナム親族とのつながり
は、親の家で偶然とった電話がベトナムからのもの
であることや、親の家ではベトナムと Skypeでつな
がっているため少しコミュニケーションをとること
がある、あるいは、ベトナムに住む親戚等と SNS

でつながっているため連絡が入れば返信することは
あるという程度のもので、決して強いとは言えない
状況にある。
続いて、ベトナム訪問であるが、ドイモイ政策以
後のベトナム経済の自由化に伴い、親世代の親族訪
問は活発に行われるようになるが、それが第二世代

までには引き継がれていかない。頻繁にベトナムを
訪れると回答する子世代も、それは親の同行による
ものであり、それに深い意味づけがされるわけでは
ない。

V5　4 年に 1 回ぐらいですかね。大体周期がそれ

ぐらいですか。

－　2 週間ぐらいはいる。

V5　2 週間だったり、1 週間だったり。

－　これは、親が 4 年に 1 回、必ず行くっていう

こと？

V5　そうですね。

－　親は結構頻繁に行くけど、何かあって行くの？

V5　いや。ただの、あれじゃないですか。両親に

会いに行ったりとか。

－　じゃあ、比較的、お父さん・おかあさんはベト

ナムに行く感じなんだね。

V5　そうですね。

－　母国のイメージ、ベトナムのイメージって、

V5 にとってはいい感じ。いいところだなあってい

う感じ。あんまり好きじゃないなあっていう感じ。

V5　俺的には好きじゃないです。

－　これは、かなり好きじゃないの？

V5　あまりですね。

� （2014 年 7 月 26 日　インタビュー：V5）

このように難民として移動してきた親世代のトラ
ンスナショナルな実践は、基本的に子世代に引き継
がれていない。しかし、そうした傾向がありつつ
も、そこには第二世代独自のトランスナショナルな
実践を捉えることが可能であった。そこで、本研究
では、かれらのトランスナショナル実践を、二国間

表 2　第二世代のトランスナショナル実践のパターン

類型 トランスナショナルな 
社会空間の方向性 パートナー選択 母国訪問の頻度 アイデンティティ 該当者 数

ホスト社会志向型 消失 日本への同化 日本人 逓減（親への同行） 日本人
（ルーツの隠蔽傾向）

V3,V4,V11,V12, 
V13,V16,V17 7名

二国間志向型 維持 ベトナムと日本 ベトナム人（呼び寄せ）維持（愛着的） ベトナム人 V6,V7,V8,V9, 
V18 5 名

多文化社会志向型 構築 ベトナム的要素の取り込み

在日ベトナム人 
在日外国人、 
日本人（多文化積極
的肯定派）

維持（構築的） ベトナム人（創造的） V1,V5,V14, 
V15,V19 5 名

葛藤型 葛藤
日本への同化に抗う 
ベトナム的要素の維
持

既婚：日本人 
未婚：ベトナム人の可
能性大

維持（同化への抵抗）日本人（ルーツを否定はしない） V2,,V10, 2 名
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にまたがる社会空間のありように着目して、表 2に
示すように、消失、維持、構築、葛藤の 4観点で分
類した。以下では、それぞれのパターンを検討して
いくこととする。

（1）‌�ホスト社会志向型：トランスナショナルな
社会空間の消失

（7 名：V3・V4・V11・V12・V13・V16・V17）
第一は、トランスナショナルな実践を親世代から
受け継がずに消失させ、日本に同化していく傾向が
強いパターンである。先に述べたように、「難民」
として日本に定住することになった親世代は日本の
消極的受け入れ施策ゆえに、日本社会での適応に一
定の困難さが伴っており、それゆえ子世代との関係
は「不協和的文化変容」の傾向が強い。こうした場
合、ポルテスら（Portes and Rumbaut 2001）によっ
て、「役割逆転（role reversal）」が生じるとされ、そ
れは、子ども達の文化変容がかれらの親たちよりも
はるかに先に進んだために、家族にとって重要な判
断を下す際に、子ども達がもっている情報を親たち
が頼るようになるためであると説明されている。ポ
ルテスらによれば、アメリカにおいて役割逆転は、
20 世紀初頭のヨーロッパ系移民の労働者階級の親
子間でも見られたものであるが、その場合、子世代
は上昇移動を果たしていったのに対し、今日のラテ
ン系やアジア系の移民の第二世代の場合には、下降
同化の可能性を示す危険信号となっているという
（pp.51-53）。
本調査対象者においても、トランスナショナルな
実践を消失させて、ホスト国志向を強めていく者た
ちは 7名おり、分類の数としては最も多くなった。
その中で、下降同化の可能性が高く認められたのは
2 名（V3・V17、ともに男性）、現状維持と推定で
きたものが 3 名（V11・V12・V13、ともに女性）、
上昇移動傾向が 2名（V4・V16）であった。下降同
化が認められた V3 は、「2 人（両親）ともあんま

り会いたくない」「居場所がない」とも語り、「一時

的に、死のうかなっていうのは何回かはあったし、

どうやったら一番簡単に死ねるかっていう考えが多

かったですかね」とも語る。V3 は、小中学校の時
に「とてもいじめられた」と話し、学校の先生も

「全く好きではない」と話す。既に、清水・チュー
プ（2015）で明らかにしているように、義務教育経

験の良し悪しと転職志向には相関が見られるが、
V3 もその事例にあてはまり、転職は 10 回を数え
る。他方、上昇移動としては V16 で、現在の職業
は弁護士、同じ弁護士の仕事をする日本人男性と結
婚している。V16 の特徴は、親世代がそもそもベト
ナム人コミュニティと距離をとり、日本人との関係
を築いてきたという点であろう。

（親はベトナム人コミュニティと）ほとんど関わ

らなかったのですけど、それは多分、ベトナム人は

結構うわさ話が好きで、結構いろいろあることない

ことを言ったりするので、それがすごく嫌で、自分

たちのことを話されるのも嫌だったから、一歩引い

て…。日本人のほうと友人関係を築いていました

ね。（2016 年 1 月 31 日　インタビュー：V16）

このように親子間に断絶がなく「協和型文化変
容」となる場合、親世代からの日本社会への適応の
支援が可能となり、上昇移動の可能性が高まると推
察される。ただし、「上昇移動」「下降移動」は、遠
く離れた結果ではないと推察されるような事例もあ
る。V11 は親世代が日本社会での適応が極めて困難
であったこともあり、自身は高校進学するも中退し
て風俗産業で稼ぎ、今の安定した生活を手に入れる
までにはかなり苦労したと話す。そのような彼女
は、ベトナムやベトナム人に対して、「汚い」「働か

ないのかなとか、日中から何してんだろうとか、ど

うせあの人も（薬物）やってんだろうなとか、そう

いう目でしか見てない」と話す。加えて、彼女が現
在の日本人のパートナーと結婚し、安定した生活を
手に入れると、彼女の両親はその生活を当てにする
ようにもなったという。それを毛嫌いすると、親た
ちは「親不孝者」というので、「でも、私、もとも

とあなたたちに育てられてないからね。あなたたち

が育てたのは、あくまでも 12、3 歳までで、それ

以降は国の力と自分でやっている。何一つやっても

らっていない」と言い返したとも話す。このような
様子からは、下降同化と上昇移動は、必ずしも正反
対の結果ではなく、背中合わせの側面があることが
うかがえる。
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（2）‌�二国間志向型：トランスナショナルな社会
空間の維持（5 名：V6・V7・V8・V9・V18）

第二は「二国間志向型」で、トランスナショナル
な実践が日本とベトナムの両国にまたがって維持さ
れており、それが家族のつながりを介して、愛着的
に維持されているところに特徴がある。
前述したように、ベトナム系の親子間には「役割
逆転」という関係が成立しているが、こうした状況
を親世代は喜んでいるわけではない。そのため、も
う一度自らのコントロールのもとに子世代を置くこ
と、あるいは、親子関係の再構築を目指して、子世
代の結婚には「ベトナム人」を選択するように促
す。本調査対象者 19 名のうち 16 人が、親世代から
再三「結婚はベトナム人と」と言われたと話してい
る。もちろん、こうした期待に対し、前項のホスト
国志向型に分類された二世代は、それを明確に拒否
し、「日本人」（V11・V13）をパートナーとして選
択したり、将来は「国籍にコンプレックスのない
人」（V12）を希望したりしている。
しかし、こうした親の期待を受け入れ、親の親族

による紹介で見合いをして結婚を決め、パートナー
をベトナムから呼び寄せる者もいる。「お母さんの

お友達の子どもの友達だったんですよ」と話す V9
は、「会ったのは 2 回ぐらいで、あとはチャットと

か、メールとかのやりとり」をして 1年で結婚を決
めたという。結婚の決め手は特になく、「成り行

きっていうか」「お母さんも気に入っていたので、

それが強かったかもしれないですね」と語す。
このようにパートナーをベトナムから呼び寄せる
ことで導き出された、日本とベトナムの二国間にま
たがるトランスナショナルな実践は、子世代の夫婦
間での必然的営みとなり、愛着的に維持されていく
ことになる。例えば、母国訪問が頻繁になり、「1

年に 1 回」（V6）、「旦那とつきあったときは毎年

行っていたけど」「あれ（呼び寄せ）からは 3 年、

4 年に 1 回」（V8）などである。また、ベトナム
からの呼び寄せではなく在日のベトナム人をパート
ナーとした V7 は、里帰りを楽しみにしており、次
のように話す。

－　里帰りする場所は、どこに帰るの。

V7　彼はホーチミンだから、私はダナンだから、

例えば 2 週間行くじゃないですか。1 週間ダナン、

1 週間ホーチミン。

－　なるほど。結構楽しみ？

V7　子どもが、すごく楽しみにしている

－　行くとすると、いつ行くの。子どもが学校だっ

たりするじゃない？

V7　それを休んで行く。

� （2015 年 4 月 28 日　インタビュー：V7）

また、「送金」も子世代独自に行っている者も 2
名おり、自身が「旦那のお父さん」（V8）に送っ
ている場合もあれば、自身はしないものの「夫のほ

うで仕送りをしています」（V9）という場合もあっ
た。
このようなベトナムからの「呼び寄せ」による
パートナー選択を果たしたものは、親世代との関係
も密である。このパターンに分類される 5名のうち
3名は同居で、別居の 2名も「お母さんが毎日来ま

す」（V6）「近いから、ほとんど毎日」（V7）と話
し、家族のつながりが愛着的で、「役割逆転」の様
子はもはやなく、世代間の断絶はないようにも見え
る。ただし、それは決して安定的なものとは言えな
い側面があることには注意が必要であろう。その一
つは、世代間の断絶の解消は、子世代の努力によっ
てのみ調達したものであり、子世代は、そこにある
種の不満を感じているという点である。

ほかの家庭は私は分かんないけど、私の中では親

は一番と思っているので、例えば、向こうだと親が

子どもを病院に連れていくっていうのが普通じゃな

いですか。日本だと、私は自分で行くし、親が病気

をすると逆に連れていっているような、私がいない

と親は駄目みたいな感じになっている。

� （2015 年 4 月 28 日　インタビュー：V7）

ここで語られているのは、現在自分の子ども 3人
の面倒も見ているのに、親の面倒も自分の子どもと
同じようにみないといけないという、その苦労の語
りである。したがって、V7 は、母国訪問を大変楽
しみにしており、「ベトナムならば、親は親でやれ

るから」と、親からの解放のうれしさを表現しても
いる。
他方、ベトナムからの呼び寄せによる結婚をした

V9 は、その選択が自分にとってのベストでなかっ
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たことを次のように語る。　　　　　
ほんとは、一番いいのは在日ベトナム人です。

やっぱり、自分と同じぐらい日本語もしゃべれて、

自分も苦労しなくてもいいじゃないですか。でも、

そのとき、付き合いもあったんですけど、そこまで

はいかなかったから、こっち（お母さんのお友達の

子どもの友達）に行ったのかなみたいな。

� （2015 年 5 月 30 日　インタビュー：V9）

今回のインタビューに関する限り、このように語
られる彼女たちの不満が大きく蓄積されているよう
に見受けられなかったが、今後、子世代にかかる負
担や不満がどのように処理されていくかを視野に入
れた検討が必要になると思われる。

（3）‌�多文化社会志向型：トランスナショナルな
社 会 空 間 の 構 築（5 名：V1、V5、V14、
V15、V19）

第三は、親世代から受け継ぎ維持することのでき
なかったトランスナショナルな実践を、前述の「二
国間志向型」のようなパートナー選択による愛着的
な維持によるものではなく、子世代が育つ地域に
あった多文化やエスニシティを肯定する資源を活用
することで、トランスナショナルな社会空間をつく
りだすものである。二国間志向型と近似しているも
のの、二国間志向が家族構造を基盤としているのに
対し、多文化社会志向は、地域の多様なエスニシ
ティを取り込む外国人ネットワークを基盤として、
トランスナショナルな社会空間を第二世代独自に構
築しているところに特徴がある。
かれらに特徴的なことは、いずれもある時期まで

は「ホスト国志向」のもとにあるが、ある時期か
ら、ベトナム語の獲得、「ベトナム人」としてのア
イデンティティの獲得、さらに、親に同行する母国
訪問ではなく自らの資源の獲得としての母国への留
学を実行していく様子が確認できることである。

ベトナム人ということが、今までマイナスにしか

思ってなかったのが、初めて、プラスなのかなと思

えるようになって、そこからちょっとずつベトナム

語を勉強した。（留学で）アメリカに居るときに、

使える言語が、英語かベトナム語かなので、そこで

語学力もちょっと伸びたし、ベトナム語もちょっと

頑張ろうかなっていうので、勉強して、日本に帰っ

てきてから、そういうふうな語学を生かせるような

職場を探して、仕事を探していて、外国人研修生を

派遣するような会社があったので、そこに入って仕

事をしつつ、勉強していったっていうのが一番大き

いです。

� （2016 年 1 月 31 日　インタビュー：V14）

このように語る V14 は、ベトナム人コミュティ
がある神戸の長田地区（戸田 2001）が出身地区で
あるため、ベトナム語を学習することが容易な環境
にいたことに加えて、冒頭でも述べた「技能実習」
ビザによる渡日ベトナム人の急増という社会的文脈
が、彼女の仕事の獲得を後押ししている（7）。この
ような中で、第二世代固有のトランスナショナルな
実践を構築しているのである。
また、V19 は、神奈川県のいちょう団地で活動す
る外国人当事者団体「すたんどばいみー」（8）で、
小中学校では時々勉強やイベントに参加し、高校か
らはスタッフとして活動をしてきている。そのよう
な彼女は「ベトナム人」としてのアイデンティティ
の獲得に、次のような過程があったと説明してい
る。

V19　今はベトナム人。

－　今はっていうことは、昔は。

V19　中・高校生のときは、名前だけ言うみたい

な。そうしたら、みんな暗黙の了解で、日本人で

しょみたいになるから。で、「ばいみー」に関わっ

て、ばいみー本書き始めてから、いろんな言い方を

してみてる。/ 今は、落ち着いて、「ベトナムにルー

ツがあります」っていうふうに言ってる。

－　ハーフだとか言ってた、あと、クオーターとか

いう言い方してたときもあるよね。

V19　ある。でも、ばいみー本を書いてから、ク

オーターじゃないっていうことが分かって、そこか

らいろんなことを言うけど、あるとき、S（ばい

みーの外国人スタッフ）に、「V19 って自己紹介

長いよね」って言われて。／「あ、違う言い方考え

なきゃ」って思って、そこからいろんなこと試して

みて。

� （2016 年 8 月 26 日　インタビュー：V19）
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このように、構築された「ベトナム人」としての
アイデンティティは、自らの子どもにも期待するも
のとして語られたりもする。V1 は、地域の教会を
拠点として活動しており、そこで知り合った日本人
と結婚しているが、自身の子育てに次のようなビ
ジョンを語る。

V1　まず、コミュニティですよね。コミュニティ

に連れていきますよね。自分、ハーフだよっていう

のを、まず、わかってもらいたい。

－　嫌だって言うかもしれないんだよ。

V1　嫌だって言われたら、俺、家でベトナム語を

話すし。

－　絶対それはわかってくれる？

V1　わかってくれよと。まずは、おじいちゃん、

日本語、あんまりしゃべれないから、ベトナム語な

わけじゃないですか。難しいと思うんですけどね。

僕も、正直、すごくしゃべれるわけじゃないから、

ちっちゃい子の耳に聞き慣れるベトナム語をどこま

でしゃべれるかわかんないですけど、おじいちゃん

が少なくともベトナムなんで、そこは、まず、「お

まえ、ハーフだよ」と。という認識をまず持ってい

てほしいなと。

－　これはもう奥さんもＯＫに多分なるだろうと。

V1　うん。全然そこは。

� （2014 年 4 月 12 日　インタビュー：V1）

ここに見られるのは、トランスナショナルな実践
が送金や親族訪問等の客観的行為として行われてい
るというよりも、主観的態度として、出身国への愛
着や帰属意識を、自ら創造的に生み出しているとい
うことである。この点は、エスピリトゥら（Espiritu 

and Tran 2002）が「シンボリック・トランスナショ
ナリズム」として、ベトナム系アメリカ人の母国に
対する想像、母国での思い出の共有、母国の伝統を
作り出すといった実践を概念化したことと近似して
いると言えよう。
さて、今回の調査対象において、このような構築
的なトランスナショナルな実践を行う者たちに共通
する経験として確認できたのは、日本での学校経験
や学校に通っている時期の友達などとの関係が、極
めて良好であり、自らのルーツが肯定的に受けとめ
られているということである。例えば、小学校時

代、「勉強以外は楽しかった」と話し成績も「下の

下」と話す V5 は、「Y 先生は国際教室をやってい

たんですよ。そこに国際の人は全員行っていたん

で。／普通の授業の時間に別個で国際教室をやるん

で、結構わかりやすいような勉強で、楽しかった。

何でしょう。トークが楽しかったり」と、小中とも
に先生には「よく面倒をみてもらった」と語る。か
れは、定時制高校に進学、4年間通って卒業し、現
在の職業に就き、今は中間管理職としてのポジショ
ンを任せられ、工員として働くベトナム人の面倒を
みたりもするという。また、これまでに通称名を
使ったことはなく、本名のまま仕事をし、帰化の予
定もない。さらに、差別をされた経験も「全くな

い」と話す。今後は、現在つきあっている同じよう
な経験をもつ在日ベトナム人との結婚を「30 歳ぐ

らいまでにはしたい」と語り、順調な将来設計を
もっている。また、先にあげた自身の子どもにも
「ベトナム人」としてのアイデンティティを受け継
いでほしいと語る V1 は、「思い出深いのは全部中

学校」「濃い 3 年間だったなと」「中学校の 3 年間

がだいぶ濃かったおかげで、今でも、こうやって友

達にも恵まれているし、かかわりもあるのかなって

気はする」と語っている。ここからは、日本の学校
経験の良さと構築的なトランスナショナルな実践の
関連が確認できよう。

（4）葛藤型（2 名：V2・V10）
最後に、トランスナショナルな実践への葛藤が前

面に押し出されていた 2 名について検討してみた
い。V2 は、現在は「ホスト国志向型」で、トラン
スナショナルな実践は消失傾向にある。また、専門
学校卒業後に就職するも、1年ほどで仕事を変えて
おり、インタビュー時 26 歳で、既に 4回目の職場
となっていた。また、親世代はエスニックレストラ
ンを経営し安定した生活を営んでいることと比較す
ると、下降移動の可能性が予想される事例であっ
た。彼のインタビュー時の悩みは、現在つきあって
いる日本人の女性と結婚するか、それとも、ベトナ
ムからの呼び寄せによる結婚をするかという点であ
る。彼は、現段階で、つきあっている日本人の女性
に「ベトナム人」であることを打ち明けられていな
いといい、他方、ベトナムからの呼び寄せには魅力
を感じているようで、次のように話す。　　　
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お母さんの面倒を見たりとか、ベトナムの人って

すごく尽くすらしいんですよ。家事のことも全部

やって、なおかつ、仕事にも行ったりとかしている

から、頭では、俺も長男だしベトナムの人と結婚し

たほうがいいのかなというのはあります。

� （2014 年 4 月 19 日　インタビュー：V2）

ここに見られるのは、先に提示した「二国間志向
型」のトランスナショナルな実践に向かうか、「ホ
スト国志向型」でいくのかという葛藤である。この
葛藤が生じる背景には、転職回数に象徴されるよう
に、彼の今の状況が、決して自己肯定感を高めるも
のたりえていないことにある。他方、彼が先に提示
したトランスナショナルな実践を構築する「多文化
社会型」に向かうことを制限している条件もある。
それは、彼が日本の学校での強い疎外感を経験して
きたことである。彼は、母親が旧日本兵の子どもで
あったことから、誕生時から日本国籍を取得してお
り、名前も日本名とベトナム名があったが、小学校
入学時から日本名のみを使うようになっていったと
いう。そのような中で、両親は一目見れば日本人で
ないことは容易にわかってしまうのに、「聞かれも

しなかったし、言うタイミングもないし、言うこと

でもないから」と、ベトナムにルーツがあることを
隠してきたという。「遠足とか、授業参観とかは、

（親に）あんまり来てほしくなかったです」と語り、
「（親がベトナム人であることを）高校になるまでは

隠していました」と語るのである。
他方、V10 は、V2 と異なり「多文化社会志向型」

に向かう可能性の中で葛藤状況にある。彼女の両親
は、彼女が中学 3年生の秋頃に薬物使用により刑罰
を受けている。姉妹（V10、V11）は、両親の逮捕
直後から児童相談所（児相）に送られ両親と離れて
生活することを余儀なくされるわけであるが、姉妹
の在籍していた中学校の担任らは、児相と協議を重
ね、彼女たちの生活に積極的に関わっていく。たと
えば、児相預かりの場合、学校も転校させられるの
が一般的であるが、教師たちは、彼女たちが当時通
学していた S 中学校を継続することが、彼女たち
の今後にとって重要であることを主張し、教師の送
迎により児相から S中学校に通うような配慮を行っ
ている。その後、彼女たちは、里親のもとで数年を
過ごし、両親の出所後は親たちと生活することに

なったが、それは決して安定的ではなかったと話
す。この時点で、妹である V11 は高校を中退し風
俗産業で働くようになるが、姉の V10 は高校で高
成績を修め、推薦で大学に入学し、卒業時には保育
士の資格をとって就職をしている。V10 は「本当に

先生の影響が大きいと思って。／中学の 3 年間は

本当にいろいろあったけど、やっぱり中学が一番楽

しかった」と話す。
こうした困難な状況にありつつも、彼女は「親と

会話をするときはベトナム語だし、今の職場にベト

ナムの子がいるんです。そのお母さんに通訳をした

り」と、ベトナムにルーツがあることを隠すことも
なく積極的に活動をしている。しかし、パートナー
選択にあたっては、次のような選択をしたと話す。

普通じゃない家庭、（うちは）そうだなっていう

のは。でも、いろいろ経験したから今があるのか

なって感じはするんです。やっぱ、自分がつらかっ

た部分があるから、娘にはおんなじ思いはさせたく

ないから、だから、普通の人と結婚してみたいな、

そういう人じゃない人と。だから、うちの親は日本

人と結婚することをすごく反対していて、でも、私

は、ベトナム人と結婚すると、ベトナムの人はみん

なそういう人だって思っているから、「絶対嫌だ」っ

て言って。

� （2015 年 6 月 22 日　インタビュー：V10）

こうした判断のもと、彼女は当時つきあっていた
日本人と結婚することになる。しかし、そこからも
彼女の新たな困難が始まることになる。

私は、ベトナムフェスとかにも行きたいんだけ

ど、旦那は嫌だって。でも、行ったっていう。無理

やり行くんです。

� （2015 年 6 月 22 日　インタビュー：V10）

また、夫が V10 の親を訪問することに消極的で
あるために、それがけんかの原因にもなるという。
しかし、それを繰り返す中で、今は次のように考え
ていると話す。

今まで負ってきたものがいろいろあるのを旦那も

知っているから、あんまりいい顔をしない旦那の気
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持ちも分かる。自分がもしそうだったらそうだろう

なっていう思いもあるから。最初はいろいろ言って

いたけど、最近はあえて責めたりもしないし、性格

が分かってきているから、別に無理に会わなくても

いいんじゃないみたいな。「葬式のときぐらいは出

てね」っていう感じでいいかなと思っている。

� （2015 年 6 月 22 日　インタビュー：V10）

このように、インタビュー段階では、V10 が妥協
することで、トランスナショナルな実践は「ホスト
国志向」に向かっていた。条件として整っていた
「多文化社会志向」は、今のところは隠されており、
今後のこの志向の行方に注目する必要があろう。

６．‌�子世代のトランスナショナル実践に影
響を及ぼす要因

これまで子世代のトランスナショナル実践を 4つ
のパターンに分けて論じてきた。最後に、それらの
パターンへの分岐を促す要因、それらのパターンと
日本での社会移動との関連について考察を試みた
い。
本論文の冒頭でも指摘したように、現在青年期を
迎えているベトナム系ニューカマーの第二世代の最
大の特徴は、親世代が「難民」として来日・定住
し、そのもとで育ってきたという点である。特に、
出身国であるベトナムの戦争後の混乱と、他方、日
本の難民の受け入れが消極的という社会的文脈のも
とで、親世代のトランスナショナルな実践はそもそ
も「模索」的に始まっており、その後、ベトナムの
ドイモイ政策を背景として「積極」的になるもの
の、ベトナムの経済成長によって送金等が必要なく
なる中で「逓減」するという傾向が確認できる。し
たがって、子世代のトランスナショナルな実践は、
親世代のトランスナショナルな実践の逓減期にあっ
て、どのような継承が行われているのかという問い
のもとで検討する必要がある。
先に述べたトランスナショナルな実践の 4つのパ
ターンから継承の可能性が示唆できたのは、「二国
間志向型」と「多文化社会志向型」である。
「二国間志向型」での継承の規定要因は家族構造
である。それは子世代のパートナー選択において、
ベトナムの親族を介してベトナム人を選択し、日本

に呼び寄せることで、トランスナショナル実践が維
持されるというものである。こうした実践は、親世
代のトランスナショナルな実践の逓減期にあって、
親世代のそれを活発化させるという側面と、「役割
逆転」のもとにある親子間の断絶を一定程度解消
し、親子の地位関係を復活させる契機になっている
という特徴をもつ。
他方、「多文化社会志向型」における継承の規定

要因は、定住地域の多文化状況を容認する資源が、
かれらの「ベトナム人」としてのアイデンティティ
を保証しているということである。この資源は、第
1に、多くの外国人が住む地域であること、第 2に、
学校の教員や地域の外国人支援団体・当事者団体、
あるいは、地域の教会によって、かれらのルーツを
肯定する受け皿が準備されていること、という 2つ
の条件を必要としている。これによって、子世代
は、親世代からではなく、地域資源を利用して、か
れら独自にトランスナショナルな実践を構築してい
るのである。こうした実践は、親世代のトランスナ
ショナルな実践の逓減期にあって、「二国間志向型」
ほどに親世代のそれを活発にさせることにはなって
いない。それよりは、親世代のトランスナショナル
な実践と、子世代のトランスナショナルな実践とは
異なっており、それが親子間の新たな葛藤となる場
合もある。しかしながら、それ以上に、子世代独自
のトランスナショナルな実践は、親子間に新たな紐
帯を生み出しているとみる方が妥当であろう。この
点は、稿をあらためて論じることとする。
最後に、蛇足的ではあるが、今後の研究の視角を

提示するために、子世代のトランスナショナルな実
践の 4つのパターンと地位達成の関係について考察
しておきたい。地位達成を考察する際に、ベトナム
系に関して注意が必要となるのは、「難民」として
来日したベトナムの親世代にとって、ベトナム出国
の地点を起点とするならば、「難民」として第三国
に定住し、「安心」「安全」の生活を手に入れたこと
そのことで成功していることになるということであ
る（志水・清水 2001）。この視角に立つと、ベトナ
ム系第二世代は、すべて上昇移動となる。しかし、
ここでは、その視角を採用せずに、日本に定住して
生活に落ち着き始めた地点を親世代の起点とし、そ
の地点との比較で、子世代の地位達成を検討してみ
たい。
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この観点において、上昇移動と明確に関連してい
たのは、「多文化社会志向型」である。学歴も、高
卒 2名、短大卒 2名、大学院在学 1名と高く、就職
しているものは、技術を身につけたり、資格を取っ
たりして、安定した生活が営めている。将来的には
転職の希望もあるが、現状を維持しつつゆったりし
た生活を目指すか、さらなる上昇移動を狙うかの違
いがあるものの、いずれにしても安定のもとでの転
職希望である。
他方、下降移動との関連が明確になったのは「ホ
スト国志向型」の一部（本調査では男性 2名）であ
る。ポルテスら（Portes and Rumbaut 2001）よって
も、アンダークラスに馴染んでいくことを「下降同
化」と位置づけているが、それと同じパターンであ
ると言えよう。ただし、本調査で独自に見いだされ
たのは、それが「対抗的」というよりも「疎外的」
と呼ぶにふさわしい状況であった点である。
加えて、現状維持の傾向が見られたのは、「二国間
志向型」である。ポルテスら（Portes and Rumbaut 

2001）では、エスニック・コミュニティの存在は社
会関係資本の獲得に大きな影響を及ぼしていると
し、特に、経済的機会の拡大、家族構造の破綻の阻
止、親の権威の強化が指摘されており、本調査の対
象とも重なる。ただし、ポルテスらによれば、こう
したエスニック・コミュニティによる支援のネット
ワークは、親子間の「選択的文化変容」を支えると
されているが（p.64）、今回の調査段階では、その
可能性は確認できなかった。このことは翻れば、ポ
ルテスらの指摘する「選択的文化変容」を、日本社
会に適応した場合には別のパターンがありうること
を示唆するものでもある。この点は、稿を改めて論
じることとする。
むろん、今回提示した第二世代のトランスナショ
ナル実践の類型はあくまで調査段階のものであり、
今後変化し得る可能性は多分にある。実際、過去に
は「ホスト国志向型」であったが、その後に「二国
間志向型」に変化したという事例も数例見られた。
かれらがライフコースの中でトランスナショナルな
実践をどのように変化させていくのか、継続的に見
ていく必要があるだろう。なお、今回の調査研究に
おいては、職業選択の過渡期にあるニューカマー第
二世代が比較的多かった。しかし、今後は職業経験
を一定期間経た者を対象にした研究を進めるととも

に、パートナー選択といったライフイベントを加え
た継続的な調査を実施することでトランスナショナ
ルな実践がどのように変化しうるのかを検討する必
要があろう。

＜注＞
（ 1）ここで「技能実習」の在留資格は、「1号イ」

「1号ロ」「2号イ」「2号ロ」をあわせた名称、
数値である。

（ 2）外務省、2016、「国内における難民の受け入
れ」

（ 3）難民事業本部、2016、「インドシナ難民とは」
（ 4）難民事業本部、2016、「沿革」、なお、2006 年

には「難民事業本部」を除くすべての施設が
閉所している。

（ 5）難民事業本部、2016、「日本の難民受け入れ」
（ 6）1998 年～ 99 年に報告者が参加したニューカ

マー研究会（代表、志水宏吉）のベトナム難
民に対するインタビューでは、14 家族中半数
がベトナムへ母国訪問した経験（一番早い者
で 90 年）を持っており、半数は「行きたい」
という希望を話している（志水 2000）。

（ 7）こうした形での第二世代の仕事の獲得の社会
的意味づけには留意が必要である。日本の研
修生制度の問題は数多く報告されており（安
田 2010）、ベトナム人の研修生も同様の問題
のもとにあると言える（博松 2008）。

（ 8）清水・すたんどばいみー（2009）参照。
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よる研究成果の一部である。
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ベトナム系ニューカマーのトランスナショナルな実践（清水睦美）

【調査対象者の　

対象 性別 年齢 トランスナショナルな社会
空間の方向性と実践の類型 生誕地 現国籍 滞日経緯 学歴 職業 使用可能言語

V3 男 23 逓減 ホスト国志向型 ベトナム 
（6-7 歳来日） ベトナム 難民（父） 高校中退 無職 日本語 

ベトナム語△

V4 男 20 消失 ホスト国志向型 日本 日本 
（誕生） 難民（親） 高（定時）卒 土木業 日本語

V11 女 29 消失 ホスト国志向型 日本 日本 
（５年前） 難民（親） 高校中退 現夫の会社

事務 日本語

V12 女 24 逓減 ホスト国志向型 日本 日本 
（帰化） 難民（親） 大卒 アルバイト 日本語 

ベトナム語△

V13 女 29 逓減 ホスト国志向型 日本
日本 

（帰化・ 
結婚時）

難民（親） 高卒 DoCoMo 
（産休中）

日本語 
ベトナム語△

V16 女 28 逓減 ホスト国志向型 日本 日本 
（帰化） 難民（親） 法科大学院 弁護士 日本語

V17 男 23 逓減 ホスト国志向型 ベトナム 
（１歳来日） ベトナム 難民（親） 大卒 無職 日本語 

ベトナム語△

V6 男 29 維持 二国間志向型 ベトナム 
（10 歳来日） ベトナム 難民（親） 中卒 中古品取扱

業
ベトナム語 
日本語△

V7 女 32 維持 二国間志向型 ベトナム 
（13 歳来日） 永住 難民（親） 専門卒 パート 

（郵便局）
ベトナム語 
日本語〇

V8 女 30 維持 二国間志向型
ベトナム 

（14～ 15 歳 
来日）

永住 難民（兄） 大卒 パート 
（通訳）

ベトナム語 
日本語〇

V9 女 31 維持 二国間志向型
ベトナム 

（11～ 12 歳 
来日）

永住 難民（親） 大卒
パート 
（国際化 
協会）

ベトナム語 
日本語〇

V18 男 23 維持 二国間志向型 ベトナム 
（10 歳来日） ベトナム 日本人の 

配偶者 高卒 製造業 日本語 
ベトナム語△

V1 男 27 構築 多文化社会志向型 日本 日本 
（帰化） 難民（親） 短大卒 製造業 日本語 

ベトナム語△

V5 男 25 構築 多文化社会志向型 インドネシア 
（0歳来日） ベトナム 難民（親） 高（定時）卒 製造業 日本語

V14 女 33 構築 多文化社会志向型 日本
日本 

（帰化・ 
結婚時）

難民（親） 短大卒
通訳（外国
人研修生派
遣先）

日本語 
ベトナム語〇

V15 女 30 構築 多文化社会志向型 日本 日本 
（帰化） 難民（親） 高卒 花屋 日本語 

ベトナム語△

V19 女 24 構築 多文化社会志向型 日本 日本
難民（父） 
旧日本兵の
子（母）

大学院 
在学中 なし 日本語 

ベトナム語〇

V2 男 26 葛藤 葛藤 日本 日本 
（誕生） 難民（親） 専門卒 建築業 日本語

V10 女 31 葛藤 葛藤 日本
日本 

（定住→ 
帰化 22 歳）

難民（親） 短大卒 保育士 日本語 
ベトナム語〇
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プロフィール】

親学歴 父現職 母現職 母国親族 
との連絡 送金 母国訪問の 

頻度・態度
留学 
経験

パートナー 
選択 社会移動

不明 工場勤務 工場勤務 なし なし 逓減 断絶的 なし 考えられない 下降

不明 −（離婚） 無職
（病気療養） なし なし 逓減 断絶的 なし 日本人 水平／上昇

父：なし
母：小途中 不定 不定 なし なし 消失 断絶的 なし 既婚：日本人 上昇／下降

不明 不明 不明 なし なし なし 断絶的 なし 国籍にコンプレック
スのない人 水平

不明 −（離婚） 不明 なし なし 逓減 断絶的 なし 既婚：日本人 水平／上昇

父：中学
母：高校 定年 退職 なし なし 逓減 断絶的 なし 既婚：日本人 上昇

父？
母：専門卒？ − （別居） 不明 なし なし 維持（母

親同行） − なし （そろそろ結婚とは
言われる） 下降

不明 −（離婚） 不定 頻繁 （妻経由） 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平

不明 不明 不明 ほとんど
しない なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平

不明 −（同居） −（同居） 頻繁 なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平

父：大学？
母：？ −（同居） −（同居） 頻繁 なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平

実父：高校中退
継父：高卒、
母：中卒

−（死別） -　（同居） なし なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平／下降

不明 工場勤務 −（死別） （教会） なし 逓減 構築的 なし 既婚：日本人 上昇

不明 不明 不明 なし なし 逓減 構築的 なし 在日ベトナム人 上昇

父母ともに 
小卒程度？ 不明 不明 なし なし 逓減 構築的 あり

（アメリカ） 既婚：日本人 上昇

父母ともない？ 不定 外国人支援
団体 なし なし 維持 構築的 あり

（３ヶ月） 在日朝鮮人 上昇

父：中卒
母：高卒

自営業
（レストラン）

自営業
（レストラン） なし なし 維持 構築的 あり（半年）国籍のことをわかってくれる人 上昇

父：中卒
母：高卒

自営業
（レストラン）

自営業
（レストラン） なし なし 消失 断絶的 なし 日本人／ベトナム人 下降／水平

父：なし
母：小途中 不定 不定 頻繁 なし 維持 愛着的 なし 既婚：日本人 上昇
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